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 このたび、千葉大学医学部附属病院認知行動療法センター・子どものこころの発達教育研究セン

ターでは、摂食障害の方を対象とした下記の臨床研究を、臨床研究倫理審査委員会、生命倫理審査

委員会の承認ならびに病院長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。この研究

では、今後の治療の進展に役立てることを目的に、以前に別の摂食障害の研究に参加していただい

た方の MRI脳画像、被験者情報、摂食障害指標、認知・心理検査の診療情報を利用させていただき

ます。この研究を実施することによる、参加者の皆さんへの新たな負担はありません。また、患者

さんのプライバシー保護については最善を尽くします。本研究に関するご質問は「９．お問い合わ

せ」に示しました連絡先までお申し出下さい。 

 

１．対象となる方 

 2016年 12月 16日より 2020年 11月 30日までの間に、摂食障害の研究『摂食障害患者の脳機能

と構造に関する多施設共同研究 千葉大学大学院医学研究院倫理審査委員会受付番号 2537』に参

加していただいた方 

 

２．研究課題名 

 承認番号：G2020022（臨床研究倫理審査委員会）、HS202007-02（生命倫理審査委員会） 

 研究課題名：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出 

 

３．研究実施機関 

 千葉大学医学部附属病院認知行動療法センター・子どものこころの発達教育研究センター 

 研究責任者 清水栄司 

 

 共同研究機関 

  国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター   

  精神保健研究所 行動医学研究部 室長 関口 敦（研究代表者） 

  東北大学 病院 心療内科 助教 佐藤康弘 

  東京大学 医学部附属病院 准教授 吉内一浩 

  京都大学 医学系研究科 特定病院助教 磯部昌憲 

  産業医科大学 医学部 講師 兒玉直樹 

  九州大学 大学院医学研究院 心身医学 講師 吉原一文 

 

４．研究の意義、目的、方法 

 摂食障害は、体型や体重へのこだわりと食行動異常を主な症状とし、日常生活機能に重大な障害

を引き起こす精神疾患です。わが国における摂食障害の死亡率は７％と高く、早期介入が求められ

ています。発症年齢は、１０代、２０代の年齢層が多くいずれも 90%以上が女性です。医療機関を

受診しないことが稀ではなく、なかなか自然には症状が軽減しないことや、慢性化しやすいことが

知られています。また、摂食障害の治療は困難な場合が多く、さまざまな身体合併症で苦しむこと

が多い疾患です。本研究では、認知行動療法（CBT）を受ける摂食障害（神経性やせ症、神経性過

食症、過食性障害）の患者さんに対して、治療前後に脳 MRI検査、遺伝子を調べるゲノム解析のた

めの血液検査および認知心理検査を実施し、CBT効果の脳科学的背景の検討を行います。本研究の

目的は、摂食障害に対する CBTの治療効果を表象する客観的バイオマーカーを創出し、摂食障害の

治療の向上に役立てることです。また、既存研究『摂食障害患者の脳機能と構造に関する多施設共

同研究（大学院医学研究院倫理審査委員会受付番号 2537：代表 中里道子）』の MRIデータと心理
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評価と合算して解析する予定です。 

 

５．ご協力いただく内容 

以前の研究で既に収集した被験者背景（性別、生年月、身長、体重等）、摂食障害指標（症状、重

症度、診断等）、認知・心理指標（知的機能、うつ・不安の尺度等）、脳 MRIデータを、本研究のデ

ータと合算して解析します。以前の研究の参加者の皆様に、本研究のために特別な検査や処置をお

願いすることはありません。 

 

６．本研究の実施期間 

  倫理審査委員会承認後～2024年 10月 31日 

 

７．プライバシーの保護について 

本研究で取り扱うデータはコード番号で匿名化し、個人が特定できない方法で管理されます。本

研究で得られた結果は、医学雑誌などに公表されることがありますが、あなたの名前などの個人的

情報は一切わからないようにします。心理検査・MRIデータは原則として、国立精神・神経医療研

究センター行動医学研究部内に集められ、研究代表者関口敦の責任のもとで解析、保存されます。 

 

８．データの保管、利用および廃棄について 

 本研究で収集したデータは、情報が漏えいしないように、細心の注意を払うとともに、当センタ

ーの鍵のかかる場所への保存を行い、廃棄する場合は、個人情報がわからなくなるように、シュレ

ッダーを用いるようにします。本研究で収集したデータは、学術誌の規定などに応じて、どなたの

データか誰にもわからなくする処理を行ったうえで、公開データベースに登録する可能性がありま

す。この研究により得られた情報は、研究終了後に連結不可能匿名化の処理を行い、当センターの

インターネットに接続されない記憶媒体（ハードディスクなど）において、研究終了後最低５年間

は保存します。保管期間終了後は、紙データは溶解処理等、電子データは公開データベースへ登録

したものは個人を特定されない形で保管されます。データは、原則として本研究のために用いさせ

ていただきます。また、今後の脳画像データの分析を含む医学研究のための貴重な資源として、今

回いただいたデータを本研究終了後も長期間保管させていただきたいと思います。この場合も、研

究者には誰のデータかが分からないように匿名化された状態で保管します。その場合、あらためて

その研究について倫理審査委員会の承認を受けた上で利用させていただきます。また、すべてのデ

ータは研究代表施設および共同研究施設（東北大学、千葉大学、東京大学、京都大学、産業医科大

学、九州大学）で実施されている同様の研究とデータを合算します。脳画像データに関しては、国

立精神・神経医療研究センターの脳病態統合イメージングセンター（IBIC、センター長中込和幸）

に装備されているオンライン画像集積システム IBISS を用います。IBISSには、個人情報が削除

された画像データを DVD 等にコピーされたものから、安全な通信でアップロードされます。また、

私どもの行う別の研究に、あなたが参加された場合には、別の研究のデータと本研究で得られたデ

ータを合算して集計することがあります。その場合、あらためてその研究について倫理審査委員会

の承認を受けた上で利用させていただきます。 

 

９．お問い合わせ先 

 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望があれば、

他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を

閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

 〒260－0856 千葉市中央区亥鼻 1－8－1  

 TEL 043-226-2975 

 FAX 043-226-8588 

研究責任者： 

 千葉大学 子どものこころの発達教育センター センター長 清水栄司 

試験担当者： 

 千葉大学 子どものこころの発達教育研究センター 教授 平野好幸 


